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研究成果の概要（和文）：「複合アニオン化合物」の評価は、従来の研究様式が通用せず、評価・解析手法が全
く確立していなかった。このような状況を打破すべく、高度な物質評価法に精通した第一線の研究者が連携し、
合成、機能グループと連携した研究を実施した。複合アニオン化合物の評価課題や特徴から、前半では軽元素ア
ニオン識別と構造解析、ヒドリド(H-)イオンの特異性解明、実験および理論の共同による配位多面体幾何の解明
に注力した。その後は、複合アニオン系のダイナミクスに着目して、結晶を超えた系、プロセスの解析と理解、
新規イオン伝導体の発見と理論解析へと展開した。

研究成果の概要（英文）：For the evaluation of “mixed anion compounds”, the conventional research 
style has not been applicable and the evaluation and analysis methods had not been established at 
all. To overcome this, leading researchers about advanced material evaluation have collaborated with
 each other as well as with research groups of the synthesis and the materials functions. Regarding 
issues on the evaluation and characteristics of mixed anion compounds, the first half of the project
 focused on the methodology of light-element anion identification and relevant structural analysis, 
the clarification of the specificity of hydride (H-) ions, and the clarification of coordination 
polyhedral geometry through joint experimental and theoretical researches. After that, we focused on
 the dynamics of mixed anion systems, expanded to the analysis and understanding of materials 
systems and processes beyond crystals, and finally elaborated on the exploration and theoretical 
analysis of new ionic conductors.

研究分野：無機固体化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで金属酸化物系結晶が主体であった、無機固体化合物の理解を酸窒化物、酸フッ化物、ハロゲン水素化
物、その他多様な系に領域を拡大し、それぞれの評価解析の実績と複合的な解析手法による評価手段を確立する
ことで、複合アニオン化合物の科学の分野の拡大に寄与した。複合アニオンに特徴的な学理の確立(特に、上記
のヒドリドイオンの特異性、配位多面体幾何)に寄与し、物質と機能探索と、第一理論計算の協同の有効性を、
実例をもって示した。複合アニオン系のダイナミクスに関わる研究で、新しい電気化学デバイスに繋がる高速イ
オン伝導性など、実用的に重要な知見を得て、今後のさらなる発展の足掛かりとした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
複合アニオン化合物の評価は、従来の研究様式が通用せず、評価・解析手法が全く確立していな
かった。このような状況を打破すべく、高度な物質評価法に精通した第一線の研究者が連携し、
複合アニオン化合物の構造・状態評価に的確に対応できる研究体制を構築し、A01合成班、A03
機能班ととの協力により複合アニオン研究体制を確立する必要があった。 

 
２．研究の目的 
専門家が連携した複合アニオン化合物の構造・状態の評価体制の構築、識別が困難な O2, N3, 

F, Hアニオンの評価方法論の確立、結晶の配位多面体中のアニオンの配置幾何（trans-, cis-配置）
の評価、理論計算、共通設備の活用を指針とした。 
より具体的には、複合アニオン化合物に固有秩序構造の可視化への取り組みを柱に、系に応じ
た評価に最適な計測手法と理論計算の手段を自在に采配できることを目指した。酸水素化物、酸
窒化物、酸フッ化物について、各々の系に適した複合解析のスキームを確立し、本班が提案する
複合解析の効果と複合アニオン系の特異性を実証する事とした。大型施設での結晶回折法等か
らの原子配列と局所的秩序の計測と可視化、放射光吸収分光や、固体核磁気共鳴法と理論計算の
裏づけによる電子状態の決定、さらには理論計算による物性予測からなり、これら協同によって
得られる知見を、A01 班および A03 班へ還元しつつ、物質合成と機能発現を結び付ける事を目
指した。cis-transの配位選択性に起因した複合アニオン由来の秩序状態の可視化と理解、アニオ
ン秩序度の制御による新奇機能発現の観点から他班と協力して取り組んだ。高度な解析法（局所
配位、オペランド計測）、一般化（広い複合アニオン系の理解、評価計測法）、ダイナミズム（導
電経路、合成経路）に注力した。それらの課題のために、A01合成、A03機能とも密接に連携し
てきた。合成 A01 班との共同及びフィードバックのため、合成経路解明にも解析の面から寄与
する事とした。結晶の単純アニオン二元系のみならず、多元系、ポリアニオン系、非晶質系、有
機無機ハイブリッドと、複合アニオンの概念を拡張する系、解析が困難であったため、ほぼ未踏
領域であった低次元物質、ナノ粒子、薄膜、等への展開を目指した。A03班を中心とした機能性
については、蛍光、熱電、光化学反応、蓄電、超伝導なども含む様々な展開を見据えつつ、とり
わけ上記のダイナミクスに関連した高速アニオン伝導機構解析を受け持つ事とした。 

 
３．研究の方法 
解析の入り口となる回折法に関して、敷居を下げ広範な利用体制が必須であり、総括班共用設
備の単結晶 X線解析装置の運用体制を構築した。さらに国内外の中性子回折(ND)と放射光 X線
回折施設での共同・依頼計測、解析の実施と学生への指導体制も構築してきた。班内・班外を含
む極めて多数の（単結晶 XRDと NDに関する共同研究それぞれ、100件以上）共同研究や依頼
形式による計測と解析を進めてきた。XRD に加え、中性子回折を相補的に利用し、最大エント
ロピー(MEM)法を用いる事で、アニオンを識別し精確な結晶構造解析を進めた。走査型電子顕微
鏡法 STEM の環状暗視野(ADF)や反跳原子検出法(ERDA)によって、軽元素である事が多いアニ
オンの識別を行った。 
また、他班と共同で、アニオン特有の動的性質に着目し、複合アニオン合成時や改質時、高圧
化での in situ測定、および触媒やデバイス動作時の operando 計測に展開した。さらに、原子分
解能の化学結合状態計測に高度化させることにより、その先の未踏領域である複合アニオン系
の二次元物質、表面、非晶質等への展開に対応する事とした。例えば、放射光分光（XAFS）と
電子分光（EELS）を組み合わせた複合アニオン種や触媒活性サイト分析のための先進的分析法
や，反応中の光触媒を観察する手法を構築した。 

A03 班を中心に発展の著しいイオン伝導や光触媒能といった機能の設計・理解をはじめとし
て、構造安定性、計測データ解析など多くの課題で第一原理計算を用いた。複合アニオン化合物
中のアニオン副格子における局所構造やアニオン拡散挙動の解析などにおいて、強力な解析手
段となった。上記の班内班間連携体制に加え、計算科学に関しては独特の取り組みを進めた。理
論計算を担当する研究者の共同によって、実験グループへの計算技術移転を指向した、複合アニ
オン物質の電子状態計算協働および教育が精力的に行い、実習、遠隔計算、理論計算のサポート
体制のすそ野を広げることとした。 

 
４．研究成果 
〇軽元素アニオン識別と構造解析 
走査型電子顕微鏡法(STEM)において環状暗視野(ADF)像による定量の高精度化理論を世界に
先駆けて確立して[1]、軽元素を主体とするアニオンの定量解析の基盤とした。CN等の識別[2]、
結晶水が含まれる結晶系の計測を可能とした[3]。また、光触媒向け TiO2系での点で分布するア
ニオンドーパントの特定[4]、単原子特定[5]、電子エネルギー損失分光法(EELS)による電子状態



分布可視化を可能とした。単結晶基板上で合成された、金属的・絶縁体的二次元超格子構造を持
つ SrVO2.2N0.6 では、ミスフィット応力から異なる欠陥配列を持つ結晶が合成された。上記の技
術を用い、全てのアニオンの原子位置と欠陥配列構造を決定し、またそれらの構造安定性につい
て第一原理計算で検証を行っている。さらに、薄膜系の軽元素の同時かつ非破壊の分析法として
反跳原子検出法（ERDA）が有効である事を示した。[6]。 
放射光 X線粉末回折，中性子粉末回折，X線単結晶回折、それらの最大エントロピー法(MEM)
解析を複合的に利用することで，正確なアニオンの配置の決定、O2/N3-や O2/F識別を確立した。
このような手法論により、カチオンとアニオンの両方が規則化したはじめてのルチル型構造を
持つ酸水酸化物系 LiTeO3(OH) [7]、酸窒化物系蛍光体、光触媒[8]、酸フッ化物系、酸塩化物系(後
述)や酸水酸化物系イオン伝導体[9]等の構造解析など、異なる複合アニオン系知見の蓄積から、
複合アニオン系化学結合の学理構築と、構造に基づく新材料設計に寄与した。第二次高調波発生
など他班の解析技術も併用して構造解析情報を補完するなど、複合的解析の有効性を示した。 

 
〇複合アニオン系におけるヒドリド(H–)イオンの特異性解明 
総説等[10,11]でもまとめた、H–の固体中の特異な振
る舞いについて実例を持って示した。酸水素化物
SrVO2Hの圧力応答について、その場計測を行い、50 GPa
以上で 4 桁以上の伝導性増加が観測された。この特性
は、Hは、①極めて圧縮されやすく、O2と比較して約
二倍の圧縮率を持ち「柔らかい」事、② 結合を拒否す
る「ブロッカー」として機能する[12](Fig. 1)事による
ことを明示した。同様の性質は、モジュラー構造の
Sr2VO3H (n = 1)や Sr3V2O5H2 (n = 2)においても観測され
た[13]。高圧下での LnHO (Ln = ランタノイド) の結晶
構造変化も Hの「柔らかさ」から理解できることを示
した [14]。Hを軟らかくて薄い二次元ブロック層として機能させ、圧縮により物質の次元性を 2
次元から 1 次元へとクロスオーバーさせるという新しい物質設計を提示した。また、
BaZr0.9Y0.1O3:H 系では、③水素の両性(Hと H+の安定性)に起因した、新しい機能性を見出した。
Hが紫外照射によって、二電子を放出しつつ H+に転換され、このプロトンにより伝導性の増強
を得る事ができた。Hの柔らかさは、Hイオン伝導性に直結しており、後述の通り多くの Hイ
オン伝導性複合アニオン化合物を見出しており、その理論解析を行った。 
 
〇実験および理論の共同による配位多面体幾何の解明：  
 超高圧合成法により得た新規の酸水素化物 BaVO3xHxで
は、回折法により Hが選択的に配位多面体の連結面共有サイ
トを占有するという選択性を有することが分かった。さら
に、無数の可能性のある構造を、網羅的第一原理計算と回帰
分析に基づく機械学習法を用いた理論計算によって、Hが配
位八面体中で trans配位を好む事を明らかにした[15]。また、
BaScO2H では高分解能 1H-核磁気共鳴(NMR)測定により、配
位多面体の cis 配位を好むことを実験結果と現象論解析を基
に明らかにしている [16]。加えて、 BaTiO1xNx 系、
BaTiO1x(OH)x系[17]など、理論計算との共同による cis- trans-
幾何の決定など、局所幾何の評価に関する新しい方法論を開
拓した。このような配位幾何の知見は、誘電性や光学特性、
イオン伝導性などの機能性の設計に重要な役割を果たす。
(Fig. 2) 

BaSn0.7Y0.7O2.85において、中性子回折と熱重量分析-脱ガス
質量分析を複合化させ課題であった微量 H検出を可能とし
た。本材料ではオレンジ顔料様の着色を示し光電気化学アノ
ードとしての機能性を実証すし、理論計算による解析やメス
バウアー分光とその第一原理計算解析を複合的に用いて、cis
配置した二つの酸素空孔と複合した孤立電子対に起因する電子状態を解明した[18]。複数のアニ
オンによる cis-, trans-幾何に関して、アニオン空孔も加えた概念まで拡張されており、今後の発
展が期待される。 
 
〇複合アニオン系のダイナミクス：結晶を超えた系・プロセスの解析と理解  
酸水酸化物系の脱水過程でのメソクリスタル形成過程などのプロセス評価を行い、合成・機能
班との共同で、Hドーピングとアンモニア合成触媒としての特性を得ている。ここでの特異な組
織形成と析出相の自動的選択は、O2-OH複合アニオン系での熱力学によって解釈され、同様の

 

Fig. 2 網羅的理論計算、実験
計測による複合解析や複数の
アプローチからの複合アニオ
ン配位多面体幾何の解明。 

 
Fig. 1 SrVO2H中で、圧縮されやすい
Hイオン。同時に層間の結合を阻ん
でいる。 



方法論で他の複合アニオン系へ波及展開している[19]。 
アニオン種が熱処理の過程で入れ替わる過程はプロセス上重要である。酸水素化物における
窒化の過程において、Hと D-が優先的に交換する過程[20]、および Hと N3-が優先的に交換する
過程を速度論に基づく現象論と理論計算で明らかにした。MXene 系材料を母体として、HADF-
TEM, TG-MSによる計測により追跡し、新規炭窒化物材料 TiCNの生成過程を明らかにし、その
モルフォロジーを生かした水素センサーへの応用を実証した。また、Ti2SC相からは、非晶質の
炭硫化物の生成と Na+イオン電池向け電極活物質への応用を示した[21]。他方、N ドープ Ga2O3

系[22]、NaTaO3系の可視光応答光触媒、水素化物処理によって得られる TiO2(B)の良伝導/低接触
抵抗材料と時間分解の光キャリアの解析から欠陥分布解析[23]など、低結晶性や非晶質の材料系
における複合的で協同的な解析により成果を得た。 
 
〇複合アニオン系のダイナミクス：新規イオン伝導体の発見と理論解析 
複合アニオン化合物を舞台としたハロゲンイオン伝導
の開拓は今後ますます発展が期待される。高い Clイオン
伝導性をもつ酸塩化物 Ca 添加 LaOCl の伝導機構につい
て、構造と化学結合の観点[24]、および第一原理計算を用
いて調べた[25]。アニオン欠陥形成とそれらの近接席間の
空孔機構でのイオン移動のモデルは実験観測とよく一致
し、Clイオン伝導機構を初めて証明した。 
上記の通り、Hは「柔らかい」アニオンで新規イオン伝
導担体として注目してきた。LnHO [26]。Ba2MHO3 (M = Sc, 
Y)[27]、カルコゲン水素化物 A3HCh (A = Li, Na Ch = S, Se, 
Te) [28]、BaH3X (X = I, Br, Cl) [追加 1]などの一連のヒドリ
ド系複合アニオン化合物のイオン伝導性を第一原理計算
で解析した(Fig. 3)。逆ペロブスカイト型 A3HCh (A = Li, Na 
Ch = S, Se, Te)では、第一原理計算による Li+, Na+に関わる
ソフトフォノンの観測からLi+, Na+イオンの易動性が予測
された[28]。また、BaH3X (X = I, Br, Cl)では、室温から
300 ℃の低温度域で高い Hイオン伝導を示すことが計測
され、第一原理計算による点欠陥エネルギーと導電経路
解析の結果、H空孔による拡散機構であると確認された
[29]。 
これら O2と複合化させた複合アニオン系のイオン伝導体やインターカレーション材料は、物
理化学的安定性とエキゾチックなイオンの高速伝導を両立し、実用的にも価値が高い。基盤とな
る H+[9], O2[30]イオン伝導でも酸水酸化物系、モジュラー構造を持つ結晶系において有力な材
料群の発見に至っている。上記の材料群は、Clセンサーや新規ヒドリド電池に向けた要素材料
となる。また、本領域全体では Fのインターカレーションによって、フッ化物イオン電池向けに
比類のないエネルギー密度を実現する正極材料の発見など興味深い展開を得ており、その潮流
の形成に寄与した。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

Katsuro Hayashi, Hiroshi Watanabe, Hirofumi Akamatsu, George Hasegawa

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名
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 ４．発表年
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名
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 １．発表者名
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Ba3MoNbO8.5-δ における酸化物イオン拡散のメカニズム

Relationship between the crystal structure and electrical properties of an oxide ion conductor with hexagonal perovskite-
type structure

高温中性子粉末回折によるBaNdInO4の結晶構造解析
 ２．発表標題

単結晶中性子回折法によるアパタイト型材料における高酸化物イオン伝導の構造的要因解明

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新学術領域研究 「複合アニオン」 若手スクール

新学術領域研究 「複合アニオン」 若手スクール

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中 真祐, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知

安井 雄太, 辻口 峰史, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, James R. Hester, 木本 浩司, 益子 剛明, 柳沢 圭一, 八島 正知

志賀 仁美, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 白岩 大裕, 八島 正知, 萩原 雅人, 神山 崇

作田 祐一, 辻口 峰史, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知, 鳥居 周輝, 神山 崇

新学術領域研究 「複合アニオン」 若手スクール

新学術領域研究 「複合アニオン」 若手スクール

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

La1-xSrxO0.5-x2F2の合成と電気伝導度の向上

Ba3WNbO8.5におけるW，Nbの占有率の決定とイオン伝導経路の可視化

高温中性子粉末回折によるBaNdInO4の結晶構造解析

新酸化物イオン伝導体Ba7Nb4MoO20系材料の発見と酸化物イオン伝導経路の可視化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新学術領域研究「複合アニオン」若手スクール

The Power of Interfaces:Fundamentals for Solid State Devices

矢口 寛, 藤井 孝太郎, 荻野 拓, 辻本 吉廣, 八島 正知

Hitomi Shiga, Masahiro Shiraiwa, Wenrui Zhang, Yuta Yasui, Hiroaki Tejima, Kotaro Fujii, Taito Murakami, Masato Hagihala,
Shuki Torii, Ping Miao, Takashi Kamiyama, and Masatomo Yashima

Wenrui Zhang, Kotaro Fujii, Masatomo Yashima

Yuta Yasui, Kotaro Fujii, Masatomo Yashima, Yu Zhou, Stephen Skinner

The Power of Interfaces:Fundamentals for Solid State Devices

The Power of Interfaces:Fundamentals for Solid State Devices

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

層状ペロブスカイト型酸塩化物の結晶構造と電気伝導

Crystal structure analysis of the oxide ion conductor BaNdInO4 by high-temperature neutron diffraction

Oxide-Ion Conduction in the Dion－Jacobson-Type Layered Perovskite

Discovery of New-Structure-Type, Rare-Earth-Free Oxide-ion Conductors Ca3Ga4O9 and a Hexagonal Perovskite Derivative

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本金属学会 2020年春期大会

2019年度量子ビームサイエンスフェスタ

セラミックス協会2020年年会

セラミックス協会2020年年会

手島 広明, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知

志賀 仁美, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知, 萩原 雅人, 神山 崇

作田 祐一, 辻口 峰史, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知, 鳥居 周輝, 神山 崇, James R. Hester

 ２．発表標題

 ２．発表標題

張 文鋭, 藤井 孝太郎, 八島 正知

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新構造型酸化物イオン伝導体BaLaZn3GaO7の発見

BaNdInO4における単斜-直方相転移

六方ペロブスカイト関連酸化物Ba7Nb4MoO20系材料の結晶構造と電気伝導
 ２．発表標題

新構造型酸化物イオン伝導体の発見:結晶構造とイオン伝導

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

セラミックス協会2020年年会

セラミックス協会2020年年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

矢口 寛, 藤井 孝太郎, 荻野 拓, 辻本 吉廣, 八島 正知

田中 真祐, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知

菊地 優冴, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知

神田 橋治恵, 張 文鋭, 村上 泰斗, 藤井 孝太郎, 八島 正知

セラミックス協会2020年年会

セラミックス協会2020年年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

層状ペロブスカイト型酸塩化物の結晶構造と電気伝導

La1-xSrxO0.5-x/2F2の合成と電気伝導度の向上

新酸化物イオン伝導体Ba3W1+xV1-xO8.5+x/2の発見

Dion-Jacobson型酸化物イオン伝導体の結晶構造とイオン伝導経路

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

セラミックス協会2020年年会

『生命科学と物質科学の融合による新規エネルギー・物質変換技術の創造をめざして』シンポジウム（招待講演）

鈴木 雄貴, 藤井 孝太郎, 村上 泰斗, 八島 正知

吉田 朋子

T. Yoshida, Y. Misu, M. Yamamoto, J. Kumagai, S. Ogawa, S. Yagi

T. Yoshida, Y. Nakano, M. Akatsuka, M. Yamamoto, S. Ogawa, S. Yagi

17th Korea-Japan Symposium on Catalysis（国際学会）

The 8th Asia-Pacific Congress on Catalysis（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Wドーピングによる六方ペロブスカイト関連酸化物Ba7Nb4MoO20の酸化物イオン電導度の向上

放射光分光による機能性材料の局所構造・電子状態解析

Effects of the amount of Au nano-particles on the visible light response of TiO2 photocatalysts

Effects of photodeposition process of platinum nanoparticles on titanium dioxide photocatalysis

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices '19,（国際学会）

nanoGe Fall Meeting（国際学会）

Interna1 conference on Artificial Photosynthesis（国際学会）

2019年度 第１回資源・環境関連材料 部会討論会

T. Yoshida, M. Yamamoto, A. Ozawa, T. Tanabe

T. Yoshida, Y. Kato, M. Yamamoto, A. Ozawa, T. Tanabe

平田 伸吾, 稲田 幹

 ２．発表標題

 ２．発表標題

T. Yoshida, A. Ozawa, Y. Kato, T. Tanabe, M. Yamamoto

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Characterization of nitrogen implanted TiO2 photocatalysts by soft X-ray spectroscopy

Nitrogen doping into metal oxides for generation of visible light response photocatalysis

多孔質シリカ チタニアのアセトアルデヒド吸着光分解に対する速度論解析
 ２．発表標題

Characterization of nitrogen doped semiconductor photocatalysts by soft X-ray spectroscopy

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pacrim13（招待講演）（国際学会）

The 36th International Japan-Korea Seminar on Ceramics（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

M. Inada, K. Esaki

M. Inada, J. Hojo

M. Inada, J. Hojo

Masahiro Furuta, Keishu Utimula, Kenta Hongo, Ryo Maezono, Katsuro Hayashi, Miki Inada

GFMAT2-Bio4（招待講演）（国際学会）

GFMAT2-Bio4（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The relationship between TiO2 crystalline phase and OH group in selfhydrolysis process

Fabrication of ceria-zirconia particles with high specific surface area by microwave-emulsion method

Microwave-emulsion method for the fabrication of spherical mesoporous silica-titania

Structural Stability of Ba1-(1/2)xTiO3-x(OH)x Fabricated by Hydrothermal Process

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019年度 セラミックス総合研究会（招待講演）

ICACC2020（招待講演）（国際学会）

稲田 幹, 平田 伸吾, 北條 純一

M. Inada

山本隆文

Takafumi Yamamoto

学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト 要素材料・技術開発分野講演会プログラム

The 11th International Conference on the Science and Technology for Advanced Ceramics (STAC-11)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

メソポーラスシリカ-チタニアにおけるアセトアルデヒドの光分解速度解析

Structural Analysis of Ba1-xTiO3-x(OH)x tetragonal nanorods fabricated by hydrothermal precipitation method

アニオン制御による新機能性セラミックスの創成

Controlling the local structures of mixed anion compounds

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

GFMAT-2/Bio-4（国際学会）

iLIM-4（国際学会）

第19回 五セラミックス研究機関(東工大-名工大-JFCC-AIST-NIMS)合同講演会

PACRIM13（国際学会）

Takafumi Yamamoto

山本隆文

Takafumi Yamamoto、Hiroshi Kageyama

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takafumi Yamamoto

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Controlling the Structure of Mixed Anion Compounds by Using High Pressure

複合アニオンによる新機能セラミックスの創製

Controlling the local structure of transition metal oxyhydrides
 ２．発表標題

New opportunities in chemistry from mixed-anion compounds

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回固体NMR・材料フォーラム

第65回固体NMR・材料フォーラム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

木下 誠志, 野田 泰斗, 林 優樹, 藤井 侑樹, 片桐 清文, 竹腰 清乃理

山本隆文、陰山洋

山本隆文

栗原 拓也, 野田 泰斗, 竹腰 清乃理

第13回 物性科学領域横断研究会

複合アニオン新学術領域研究　公開シンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

GaN:ZnOの固体NMR法による解析

高圧を用いた複合アニオンの構造制御

超高圧下における酸水素化物の性質

固体NMRを用いたCdSeマジックサイズクラスターの構造解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回固体NMR・材料フォーラム

The 1st Asian-European International Exchange Symposium in Solid State NMR（招待講演）（国際学会）

野田 泰斗, 室 和希, 藏重 亘, 根岸 雄一, 竹腰 清乃理

Yasuto Noda

Yasuto Noda, Takuya Kurihara, Akihiro Matano, and Kiyonori Takegoshi

野田 泰斗

European Magnetic Resonance (EUROMAR) 2019 and 21th International Society of Magnetic Resonance (ISMAR) joint conference
(EUROISMAR2019)（国際学会）

ハイブリッド材料の新展開（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

チオラート保護Ag25クラスターの固体高分解能109Ag NMR

Structure of Cysteine Ligated to CdSe Magic-Sized Clusters

Rotational Motion of Cysteine Ligated to CdSe Magic-Sized Clusters

固体NMRの無機・複合材料への応用

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2nd World Conference on Solid Electrolytes for Advanced Applications: Garnets and Competitors（招待講演）（国際学会）

第2 回ヒドリドイオニクス研究会（第７５回固体イオニクス研究会）（招待講演）

The 13thPacific Rim Conference of Ceramic Societies (PACRIM13)（国際学会）

第58回NMR討論会（国際学会）

野田 泰斗

Yasuto Noda, Takafumi Yamamoto, Genki Kobayashi, Katsuro Hayashi, and Hiroshi Kageyama

野田 泰斗

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yasuto Noda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ヒドリド化合物の固体NMR

1H/2H NMR of Hydride Ions in Oxyhydrides

CdSe及びAgマジックサイズクラスターの固体NMRによる研究
 ２．発表標題

Development of Solid-State NMR for Solid-State Batteries and Application

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2nd India-Japan Workshop on Magnetic Resonance（招待講演）（国際学会）

全固体電池及び実装技術開発に関する研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

野田 泰斗

木下 誠志, 室 和希, 藏重 亘, 川脇 徳久, 根岸 雄一, 野田 泰斗, 竹腰 清乃理

俣野 晃広, 青山 拓也, 野田 泰斗, 竹腰 清乃理

Yasuto Noda

第58回NMR討論会（国際学会）

第58回NMR討論会（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

固体NMRによる電池材料の解析

Agマジックサイズクラスターの109Ag CP/MAS NMR シグナルの帰属

水素―金属原子間距離と1H NMRスペクトルの相関

Toward In-situ/Operand High-Resolution Solid-State NMR

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第75回年次大会

日本ゾル-ゲル学会第16回討論会（招待講演）

野田 泰斗

長谷川 丈二

矢野 貴也, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

岸本 和久　赤松 寛文　長谷川 丈二　林 克郎

日本ゾル-ゲル学会第16回討論会

新学術複合アニオン第4回若手スクール

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

固体 NMR を用いたペロブスカイト型複合アニオン化合物の 局所構造解析

ゾル－ゲル法によるモノリス型多孔質電極の細孔特性制御と電極性能評価

階層的多孔構造を有するフェノール樹脂の細孔構造制御と炭素化

層状ペロブスカイトCa3Ti2O7への水素化物イオンドーピング

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新学術複合アニオン第4回若手スクール

セラミックス協会第31回秋季シンポジウム

セラミックス協会第31回秋季シンポジウム

セラミックス協会第31回秋季シンポジウム

秋山 優斗, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

麻木 宗太, 赤松 寛文, 長谷川 丈二, 林 克郎

長谷川 丈二

 ２．発表標題

 ２．発表標題

佐々木 直哉, 秋山 優斗, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

クエン酸ゲル前駆体からのNASICON型化合物／カーボン複合体の作製とその電気化学特性評価

Dion-Jacobson型層状ペロブスカイト(Rb, Cs)NdNb2O7の構造と誘電特性

架橋ポリシルセスキオキサンゲルの作製と非酸化物セラミックス多孔体への展開
 ２．発表標題

Mg二次電池用NASICON系複合アニオン正極材料の探索

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

セラミックス協会第31回秋季シンポジウム

5th SCI workshop（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

He Wang, George Hasegawa, Yuto Akiyama, Hirofumi Akamatsu, Miki Inada, Katsuro Hayashi

白井 佑弥, 赤松 寛文, 長谷川 丈二, 林 克郎

鶴野 伸嘉, 嶋 一成, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

渡部 寛, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

セラミックス協会第31回秋季シンポジウム

セラミックス協会第31回秋季シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Self-Standing Na3V2(PO4)3 Ceramic Sheet Prepared with Sintering Aid of Na2O-Nb2O5-P2O5 Glass for All Solid State Battery

第一原理計算による新規層状ペロブスカイト酸窒化物強誘電体の探索

SPS 配向 Ti3AlC2 を用いた配向 MXene の生成

BaSnO3 系ペロブスカイトへの水素化物イオンドーピング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

5th SCI workshop（国際学会）

5th SCI workshop（国際学会）

Yuya Shirai, Hirofumi Akamatsu, George Hasegawa, Katsuro Hayashi

Hiroshi Watanabe,George Hasegawa, Hirofumi Akamatsu, Kotaro Fujii, Masatomo Yashima,  Miki Inada, Katsuro Hayashi

矢野 貴也, 長谷川 丈二

長谷川 丈二, 河原 圭，嶋 一成, 林 克郎

第45回炭素材料学会年会

第45回炭素材料学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Exploration of novel ferroelectric layered perovskite oxides by first-principles calculations

High concentration of Sn2+ in reduced BaSn1-xYxO3-x/2

階層的多孔構造を有するフェノール樹脂の細孔構造制御と炭素化

層状MAX相炭化物Ti2SC由来S/C複合材料の化学構造解析

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回固体イオニクス討論会

第28回日本MRS年次大会

第28回 日本MRS年次大会

新学術複合アニオン第5回若手スクール

白井 佑弥, 赤松 博文, 長谷川 丈二, 林 克郎

長谷川 丈二

北角 将晃, 赤松 寛文, 長谷川 丈二, 林 克郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

He Wang, George Hasegawa, Yuto Akiyama, Hirofumi Akamatsu, Katsuro Hayashi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

密度半関数理論によるルドルスデン-ポッパー層状酸化物強誘電体の探索

Fabrication of Porous Polymer Resins with High Stiffness and Excellent Flexibility

ニオブ酸リチウム構造をもつLiMF3(M = Fe, Co)のトポケミカル合成
 ２．発表標題

Preparation and Electrochemical Properties of Na3V2(PO4)3 Ceramic Sheet

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th International Conference on Multifunctional, Hybrid and Nanomaterials

セラミックス協会2019年年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岸本 和久, 赤松 寛文, 長谷川 丈二, 林 克郎

佐々木 直哉, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

G. Hasegawa, S. Moriya, M. Kitano, K. Hayashi

G. Hasegawa, K. Hayashi

新学術複合アニオン第5回若手スクール

6th International Conference on Multifunctional, Hybrid and Nanomaterials（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

層状ペロブスカイト Ca3Ti2O7への水素化物イオンドーピング

Na+イオン二次電池用NASICON型複合アニオン正極材料の探索

Ru-loaded mesoporous C12A7 mesocrystalline microcubes for catalytic NH3 synthesis under ambient pressure

Binder-free monolithic electrodes of hierarchically porous carbon embedded with Si nanoparticles for rechargeable Li-ion
battery anodes

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

セラミックス協会2019年年会

セラミックス協会2019年年会

吉田 雄一郎, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

Sai Niu, Hirofumi Akamatsu, Yuto Akiyama, George Hasegawa, Katsuro Hayashi

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Eiki Niwa

Eiki Niwa, Kotaro Fujii, Masatomo Yashima

3rd Global Congress & Expo on Materials Science & Engineering (GCEMSE-2018)（国際学会）

2018 Collacorative Conference on Matrials Research (CCMR 2018)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水熱法による層状リン酸ニオブ化合物の合成と剥離

Preparation of Crystalline Na3V2(PO4)3 by Glass-Ceramic Process

Ion-Diffusion Mechanism and Exploration of New Structure-Type Ion Conductors

Exploration of  a New Structure Family of Oxide-Ion Conductors BaSc2Si3O10 by the Bond Valence Method and Experiments

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

16th International Conference and Exhibition on Pharmaceutical Formulations（国際学会）

日本セラミックス協会 第31回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会 第31回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会 第31回秋季シンポジウム

八島正知、井上亮太、藤井孝太郎、丹羽栄貴

張文鋭、藤井孝太郎、丹羽栄貴、八島正知

松井将洋、藤井孝太郎、丹羽栄貴、八島正知

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Masatomo YASHIMA

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

結合原子価法と実験による酸化物イオン伝導体の新構造ファミリーCa0.8Y2.4Sn0.8O6の発見

新構造型酸化物イオン伝導体Dion-Jacobson型層状ペロブスカイトCsM2Ti2NbO10の発見 (M=La, Pr, Nb, Sm, Bi)

新構造型酸化物イオン伝導体Ca2Ge7O16の発見
 ２．発表標題

Visualization of the Ion-Diffusion Path and Chemical Bonding in Inorganic Materials

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

4th Global Congress & Expo on Materials Science and Nanoscience（国際学会）

AsCA2018（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kotaro Fujii, Masatomo Yashima

安井雄太、松井将洋、藤井孝太郎、丹羽栄貴、八島正知

藤井 孝太郎，八島 正知，日比野 圭佑，白岩 大裕， 福田 功一郎，中山 享，石澤 伸夫，花島 隆泰，大原 高志

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Eiki Niwa, Masahiro Shiraiwa, Keisuke Hibino and Ayaka Fujimoto

日本セラミックス協会 第31回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会 第31回秋季シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Origin of the high oxide-ion conductivity in the apatite-type lanthanum silicates

結合原子価法による新構造型イオン伝導体Ca2Ga4O9の発見

アパタイト型ランタンシリケートにおける高酸化物イオン伝導の構造的要因解明

Precise Crystal Structure Analysis and Structure-Based Design of Ceramic Materials

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回固体イオニクス討論会

第44回固体イオニクス討論会

矢口 寛, 藤井 孝太郎, 丹羽 栄貴, 白岩 大裕, 日比野 圭佑, 八島 正知

松井将洋、丹羽栄貴、藤井孝太郎、八島正知

辻口 峰史, 藤井 孝太郎, 齋藤 圭汰, 丹羽 栄貴, James R. Hester , 八島 正知

八島正知，藤井孝太郎，日比野圭佑，白岩大裕，福田功一郎，中山享，石澤 伸夫，花島 隆泰，大原 高志

第44回固体イオニクス討論会

第44回固体イオニクス討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

酸化物イオン伝導体の新構造ファミリーBaGdInO4の発見：結晶構造と電気伝導

Geを含む酸化物イオン伝導体の探索

Ba3MoNbO8.5における酸化物イオン伝導経路の可視化

アパタイト型イオン伝導体には格子間酸素がいるか？-ランタンケイ酸塩の単結晶中性子回折

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

5th Workshop/Seminer on Solid Oxide Interface for Faster Ion Transport（招待講演）（国際学会）

5th Workshop/Seminer on Solid Oxide Interface for Faster Ion Transport（国際学会）

5th Workshop/Seminer on Solid Oxide Interface for Faster Ion Transport（国際学会）

5th Workshop/Seminer on Solid Oxide Interface for Faster Ion Transport（国際学会）

Keisuke Hibino, Satoshi Kozakai, Eiki Niwa, Kotaro Fujii, Tatsumi Ishihara, Taner Akbay, James R. Hester, Yasuto Noda,
Masatomo Yashima

Masatomo Shiraiwa, Kotaro Fujii, Eiki Niwa, Yu Zhou, Stephan Skinner, Masamoto Yashima

Yuta Yasui, Eiki Niwa, Masahiro Matsui, Kotaro Fujii, Masatomo Yashima

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Keisuke Hibino, Eiki Niwa, Masahiro Shiraiwa, Eiki Niwa, Koichiro Fukuda, Susumu Nakayama,
Nobuo Ishizawa, Takayasu Hanashima, Takashi Ohhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Interstitial anions and mobile ions in La0.9Sr0.1O0.45F2

Diffusion coefficient of oxide-ion in BaNdInO4

Discovery of New Crystal Structure type Oxide-ion Conductor Ca3Ga4O9 by Bond-Valence-based Method and Experiments
 ２．発表標題

High oxide-ion conductivity by the overbonded channel oxygens in Si-deficient La9.565(Si5.826□0.174)O26 apatite without
interstitial oxygens

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

量子ビームサイエンスフェスタ

量子ビームサイエンスフェスタ

 ３．学会等名

 ３．学会等名

八島正知，藤井孝太郎，丹羽栄貴，陰山洋，鳥居周輝，米村雅雄，神山崇，大原高志

Wenrui Zhang, Masahiro Shiraiwa, Tingli Ma, Eiki Niwa, Kotaro Fujii, Masatomo Yashima

藤井 孝太郎，八島 正知

日比野 圭佑, 小堺 理史, 丹羽 栄貴, 藤井 孝太郎, 石原 達己, James R. Hester, 八島 正知

5th Workshop/Seminer on Solid Oxide Interface for Faster Ion Transport（国際学会）

量子ビームサイエンスフェスタ（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

中性子回折を用いた酸化物イオン伝導体および複合アニオン化合物の構造物性

Perovskite-type Compounds as Electrocatalyst and as Oxide Ion Conductor

中性子回折を用いた酸化物イオン伝導体の構造物性

イオン伝導体La0.9Sr0.1O0.45F2の結晶構造

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

量子ビームサイエンスフェスタ

量子ビームサイエンスフェスタ

白岩 大祐, 城戸 誉芳, 藤井 孝太郎, 丹羽 栄貴, 八島 正知

辻口 峰史, 藤井 孝太郎, 丹羽 栄貴, James. R. Hester, 鳥居 周輝, 神山 崇, 斎藤 圭汰, 西岡駿太, 前田和彦, 八島 正知

八島 正知, 辻口 峰史, 作田 祐一, 藤井 孝太郎, 丹羽 栄貴, 鳥居 周輝, 神山 崇

張文鋭、藤井孝太郎、丹羽栄貴、八島正知、神山 崇、鳥居 周輝、萩原 雅人

セラミックス協会２０１９年年会

セラミックス協会２０１９年年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新構造型プロトン伝導体の発見と構造解析

Ba3MoNbO8.5における酸化物イオン拡散経路の可視化

(トピックス講演)新酸化物イオン伝導体Ba7Nb4MoO20の発見とイオン伝導機構

結合原子価法と実験による新構造型酸化物イオン伝導体の発見

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

セラミックス協会２０１９年年会

セラミックス協会２０１９年年会

セラミックス協会２０１９年年会

セラミックス協会２０１９年年会

矢口 寛, 白岩 大裕, 城戸 誉芳, 藤井 孝太郎, 丹羽 栄貴, 八島 正知

井上 遼太, 白岩 大裕, 藤井 孝太郎, 八島 正知, 北川 裕貴, 淺見一喜, 上田 純平, 田部 勢津久

手島 広明・藤井 孝太郎・丹羽 栄貴・八島 正知

 ２．発表標題

 ２．発表標題

安井 雄太, 丹羽 栄貴, 松井 将洋, 藤井 孝太郎, 八島 正知

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

プロトン伝導体の新構造ファミリーBaNdIn1-xScxO4の発見

新物質 BaGdScO４の合成，結晶構造解析と発光特性

新構造型酸化物イオン伝導体 BaLaZn3GaO7の発見
 ２．発表標題

結合原子価法と実験による新構造型酸化物イオン伝導体 Ca3Ga4O9の発見

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

セラミックス協会２０１９年年会

22nd International Conference on Solid State Ionics (SSI-22)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kotaro Fujii, Eiki Niwa, Masatomo Yashima

作田 祐一, 辻口 峰史, 藤井 孝太郎, 丹羽 栄貴, 八島 正知, 鳥居 周輝, 神山 崇

松井 将洋, 藤井 孝太郎, 丹羽 栄貴, 八島 正知

辻本 吉廣, Juillerat Christian,  Zhang Weiguo, 藤井 孝太郎, 八島 正知,  P. Shiv Halashamani, zur Loye Hans-Conrad

セラミックス協会２０１９年年会

セラミックス協会２０１９年年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Exploration of new ion conductors and structure science of ion conductors

新酸化物イオン伝導体 Ba7Nb4MoO20の発見

結合原子価法と実験による新構造型酸化物イオン伝導体 Ca2Ge7O16 の発見

新規亜鉛酸硫化物のフラックス合成，構造，第二高調波特性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PACRIM13（招待講演）（国際学会）

日本金属学会　2018年秋期講演大会

Kotaro Fujii, Masatomo Yashima

桑原彰秀、田口綾子、宮崎怜雄奈、森分博紀、野田泰斗

設樂一希，小川貴史，桑原彰秀，竹入史隆，陰山洋，森分博紀

設樂一希，小川貴史，桑原彰秀，竹入史隆，陰山洋，森分博紀

日本金属学会　2018年秋期講演大会

第28回日本MRSJ年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Exploration of new structure family of ion conductors

NaI-LiBH4固溶体における点欠陥形成とイオン伝導の第一原理計算

第一原理計算によるバリウムチタン酸窒化物中の複合欠陥と分極反転機構の解析

第一原理計算による BaTiO3-xN2x/3の欠陥構造解析

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第74回学術講演会

日本顕微鏡学会第74回学術講演会

2018年夏の電子顕微鏡解析技術フォーラム（招待講演）

Workshop on STEM with Advanced Detectors（招待講演）（国際学会）

山下　俊介, 木本　浩司

木本　浩司

Koji Kimoto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

木本　浩司, 山下　俊介, 吉川　純, 長井　拓郎, 柳澤　圭一, 石塚　和夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

定量STEM-ADF観察による二次元材料の結晶構造解析

透過電子顕微鏡における電子エネルギー損失分光法の実際

Quantitative ADF imaging for crystal structure analysis
 ２．発表標題

RonchigramによるSTEM対物レンズ収差の計測

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

12th International Symposium on the "Scientific Bases for the Preparation of Heterogeneous Catalysts"（国際学会）

The 8th Tokyo Conference on Advanced Catalytic Science and Technology

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T. Yoshida, Y. Kawaguchi, M. Akatsuka, M. Yamamoto, A. Ozawa

Koji Kimoto

吉田朋子，吉岡こころ，山本宗昭 ，田辺哲朗

T. Yoshida, Y. Kawaguchi, M. Akatsuka, M. Yamamoto, K. Yoshioka, Y. Kato, A. Ozawa

19th International Microscopy Congress(IMC19)（国際学会）

ナノ学会第16回大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Preparation of gallium oxide photocatalysts with various crystalline structures and their Ag loading effects on the carbon
dioxide reduction with water

Elements of quantitative imaging for crystallography: quantitative, precise and reproducible methodology

銀担持酸化ガリウムの光触媒活性に及ぼす 励起エネルギーの効果

Preparation of gallium oxide photocatalysis for carbon dioxide reduction with water

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JSPS-CNRS Japan-France Workshop（招待講演）（国際学会）

2nd Edition of Global Conference on Catalysis, Chemical Engineering & Technology

T. Yoshida, M. Yamamoto, Y. Kato, A. Ozawa, S. Yagi, T. Tanabe

T. Yoshida, N. Yamamoto, M. Yamamoto, S. Yagi,

吉田朋子、赤柄誠人、河口悠、吉岡こころ、山本宗昭

吉田朋子

第122回触媒討論会（招待講演）

近畿化学協会　触媒・表面部会平成３０年度　ナノ材料の表面分析講習（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Chemical state analysis of doped nitrogen atoms in TiO2 photocatalysts

Application of solution plasma method to preparation of Ag loaded Ga2O3 photocatalysts

酸化ガリウム光触媒による二酸化炭素還元反応　（反応活性に及ぼす銀助触媒・表面ナノ構造の効果

総論：ケーススタディ

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第28回キャラクタリゼーション講習会（触媒学会日本支部）（招待講演）

セラミックス協会関西支部　平成30年度支部セミナー（招待講演）

International symposium on catalysis and chemicals 2018

応用物理学会・応用電子物性分科会（招待講演）

吉田朋子

T. Yoshida, M. Yamamoto, A. Ozawa, Y. Kato, T. Tanabe

吉田朋子、山本宗昭

 ２．発表標題

 ２．発表標題

吉田朋子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

半導体光触媒可視光応答化を制御する添加窒素化学状態

Applications of soft X-ray spectroscopy in the surface analysis of nitrogen implanted TiO2 photocatalysts

酸化ガリウム光触媒による人工光合成技術開発
 ２．発表標題

XAFSによる機能性材料のキャラクタリゼーション

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

5th Solid-State Chemistry & Ionics Workshop (5th SCI)（国際学会）

5th Solid-State Chemistry & Ionics Workshop (5th SCI)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

George Hasegawa, Yasuhiro Uchida, Kazunari Shima, Miki Inada, Naoya Enomoto, Hirofumi Akamatsu, Katsuro Hayashi

吉田朋子

吉田朋子

He Wang, George Hasegawa, Yuto Akiyama, Hirofumi Akamatsu, Miki Inada, Katsuro Hayashi

2019 OCUシンポジウム（招待講演）

日本分析化学会X線分析研究懇談会第266回例会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Investigation of interfacial charge transfer between Na anode and solid electrolytes

二酸化炭素還元反応促進を目的とした酸化ガリウム光触媒表面分析

機能性材料キャラクタリゼーションへのXAFS応用 (あいちSRでの測定結果を中心に)

Self-standing Na3V2(PO4)3 ceramic sheet prepared with sintering aid of Na2O-Nb2O5-P2O5 glass for all solid state battery

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CMCEE 2018（招待講演）（国際学会）

Mixed anion Seminar（招待講演）（国際学会）

M. Inada, J. Hojo

Takafumi Yamamoto

Takafumi Yamamoto

Takafumi Yamamoto, Dihao Zeng, Takateru Kawakami, John E. McGrady, Michael A. Hayward, and Hiroshi Kageyama

NCNR Seminar（招待講演）（国際学会）

Gordon Research Conference, Solid State Chemistry（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Kinetic evaluation of adsorption-photodecomposition on mesoporous silica-titania

Structure and properties of mixed anion compounds

Structure and properties of transition metal oxyhydrides

The roles of hydride ions in oxyhydride materials

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Seminar @ Colorado State University hosted by Prof. James Neilson（招待講演）（国際学会）

Material Seminar（招待講演）（国際学会）

Advanced Chemistry and Catalysis Engineering（招待講演）（国際学会）

第92回　フロンティア材料研究所講演会（招待講演）

Takafumi Yamamoto

Takafumi Yamamoto

山本隆文

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takafumi Yamamoto

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Controlling local structures of transition metal oxide-based materials

The roles of hydride ions in oxyhydride materials

酸化物セラミックスを超える機能性材料の開拓
 ２．発表標題

Materials beyond oxides

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

複合アニオンキックオフミーティング(2017年5月)

複合アニオンキックオフミーティング(2017年5月)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

倉田　真志, 稲田　幹, 長谷川　丈二, 赤松　寛文, 林　克郎

山本隆文

山本隆文

嶋　一成，長谷川　丈二，稲田　幹，赤松　寛文、林　克郎

第8回　酸化物研究の新機軸に向けた学際討論会（招待講演）

第8回　酸化物研究の新機軸に向けた学際討論会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

エチレングリーコール添加水熱合成BaTiO3結晶中の水酸化物イオン

化学・物理圧力を使った電子構造の制御

化学・物理圧力を使った電子構造の制御

表面官能基制御を目指したMXeneへの遷移金属元素ドーピング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

複合アニオンキックオフミーティング(2017年5月)

複合アニオンキックオフミーティング(2017年5月)

田中　萌子, 長谷川　丈二, 稲田　幹, 赤松　寛文, 林　克郎

西見　和真， 長谷川　丈二， 稲田　幹， 赤松　寛文， 林　克郎

松川　祐子, 稲田　幹, 長谷川　丈二, 赤松　寛文, 榎本　尚也, 林　克郎

林　克郎

複合アニオンキックオフミーティング(2017年5月)

21st International conference on solid state ionics (SSI-21)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

還元型TiO2(B)の合成

Ti3C2 MXeneの昇温脱離挙動と新規窒化物材料の生成

還元ブルッカイト型二酸化チタンの作製と光触媒特性評価

Synthesis and Electrical Properties of  La2/3-x/3NaxZrO3 with Perovskite Structure

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

21st International conference on solid state ionics (SSI-21)（国際学会）

21st International conference on solid state ionics (SSI-21)（国際学会）

複合アニオントピカル会議(2017年8月)（招待講演）

複合アニオントピカル会議(2017年8月)

Katsuro Hayashi, He Wang, George Hasegawa, Feng Liang

嶋　一成，長谷川　丈二，稲田　幹，赤松　寛文、林　克郎

倉田　真志, 稲田　幹, 長谷川　丈二, 赤松　寛文, 林　克郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

He Wang, Keisuke Okubo, George Hasegawa, Miki Inada, Naoya Enomoto, Katsuro Hayashi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Na-Ambient Air Cells with  Aqueous Catholyte and NASICON Ceramics-Protected Anode

金属炭化物ナノシートMXeneへの遷移金属ドーピングと表面官能基制御

エチレングリコール添加水熱合成BaTiO3結晶中の水酸化物イオン(2)
 ２．発表標題

Low Temperature Densification of NASICON Ceramics Promoted by Na2O-Nb2O5-P2O5 Glass Additive

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

内田 康博, 長谷川 丈二, 稲田 幹, 赤松 寛文, 林 克郎

田中　萌子, 長谷川　丈二, 稲田　幹, 赤松　寛文, 林　克郎

松川　祐子, 長谷川　丈二, 赤松　寛文, 林　克郎

嶋　一成，長谷川　丈二，稲田　幹，赤松　寛文、林　克郎

複合アニオントピカル会議(2017年8月)

複合アニオントピカル会議(2017年8月)

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

NASICON/固体金属Na界面の輸送特性

固相還元処理した電子ドープTiO2(B)

非水系反応によるコバルト硫化物ナノ粒子の形態制御

W をドープした Ti3AlC2の作製と金属炭化物ナノシートへの転換

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム

倉田　真志, 稲田　幹, 長谷川　丈二, 赤松　寛文, 林　克郎, 前園　涼, 本郷　研太

田中　萌子, 長谷川　丈二, 稲田　幹, 赤松　寛文, 林　克郎

林　克郎

Katsuro Hayashi

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム（招待講演）

The 6th Toyota RIKEN International Workshop 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水熱合成正方晶 BaTiO3 結晶中の水酸化物イオン

液相合成TiO2(B)の低温還元

マイエナイト結晶を起点とした活性アニオンの評価と機能発現

Hydride ion doping into BaZr0.9Y0.1O3-d

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回電池討論会

東工大元素戦略拠点シンポジウム

The 34th International Japan-Korea Seminar on Ceramics（国際学会）

第56回セラミックス基礎科学討論会

林　克郎

Yuko MATSUKAWA, Miki INADA, George HASEGAWA, Hirofumi AKAMATSU, Naoya ENOMOYO, Katsuro HAYASHI

西見　和真, 長谷川　丈二, 赤松　寛文, 林　克郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

田中 萌子, 長谷川 丈二, 赤松 寛文, 林 克郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水素化物ドーピングとNMRによる水素化物イオン識別

Kinetic Analysis of Adsorption and Photodecomposition Processes on TiO2 Particles with Different Crystalline Phases

シート状化合物 Ti3C2Tx を前駆体とした特異構造を有する窒化チタンの作製
 ２．発表標題

Mg(BF4)2系電解液中での Mg 電析反応の電極基板依存性

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回応用物理学会（招待講演）

「複合アニオン」若手スクール

 ３．学会等名

 ３．学会等名

白岩大裕， 藤井孝太郎, 荻野拓, 辻本吉廣,丹羽栄貴,八島正知

林 克郎

松川　祐子、長谷川　丈二、赤松　寛文、林　克郎

林　克郎

第 3 回新学術領域「複合アニオン」公開シンポジウム

日本セラミックス協会2018年年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

酸塩化物Ruddlesden-Popper相の単結晶X線構造解析

MXene由来シート状炭窒化チタンの生成＆ペロブスカイト系酸水素化物

液相法を用いたコバルト硫化物ナノ粒子の作製

還元性熱処理による酸化物ホストへの水素化物イオン導入

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

「複合アニオン」若手スクール

「複合アニオン」合同班会議

井上遼太，白岩大裕，藤井孝太郎，丹羽栄貴，八島正知，　 田部勢津久，上田純平，北川裕貴"

八島正知，藤井孝太郎，丹羽栄貴

矢口 寛，丹羽 栄貴，白岩 大裕，日比野 圭佑，藤井 孝太郎，八島 正知

白岩 大裕，森瀬 貴彦，藤井 孝太郎，丹羽 栄貴，八島 正知

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

蛍光体の新構造ファミリーBaGdScO4

複合アニオン化合物の構造解析と構造物性

イオン伝導体の新構造ファミリーBaGdInO4の発見：結晶構造と電気伝導

新構造型酸化物イオン伝導体BaNdScO4の発見

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム
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 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第6回豊田理研国際ワークショップ（国際学会）

日本セラミックス協会　２０１８年年会

Kazuki Shitara, Takafumi Ogawa, Akihide Kuwabara, Fumitaka Takeiri, Hiroshi Kageyama, Hiroki Moriwake

設樂一希，山本隆文，陰山洋，森分博紀，桑原彰秀

T. Yoshida, N. Yamamoto, T. Mizutani, M. Yamamoto, S. Ogawa, S. Yagi, H. Nameki, H. Yoshida

吉田朋子

16th Korea-Japan Symposium on Catalysis & 3rd International Symposium of Institute for Catalysis（国際学会）

低温工学・超伝導学会関西支部第１回講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

First-Principles Study of Defect Structures and Ferroelectric Behavior in BaTiO3-xN2x/3

六方晶系BaVO3-xHxにおける水酸化物イオンのサイト選択性に関する第一原理計算

Reduction of CO2 with water over Ag/Ga2O3 photocatalysts prepared by solution plasma method.

人工光合成を目的とした固体光触媒の設計

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 5th Awaji International Workshop on “Electron Spin Science & Technology: Biological and Materials Science Oriented
Applications” (5th AWEST 2017)（招待講演）（国際学会）

第36回光がかかわる触媒化学シンポジウム

化学工学会開発型企業連携研究会（招待講演）

日本分析化学会近畿支部第２回支部講演会（招待講演）

吉田朋子，赤柄誠人，山本宗昭，八木伸也

吉田朋子

吉田朋子，山本宗昭，八木伸也，山本旭，吉田寿雄

 ２．発表標題

 ２．発表標題

T. Yoshida, M. Yamamoto, A. Ozawa, Y. Kato, S. Yagi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

結晶相の異なる酸化ガリウム光触媒を用いた水によるCO2還元反応

人工光合成研究の現状とセンターの研究について

人工光合成固体光触媒の表面化学状態分析
 ２．発表標題

Nitrogen doping into TiO2 photocatalysts to provide visible light response

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Materials and Systems for Sustainability 2017

アカデミックオープンカフェ（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉田朋子

T. Yoshida, S. Niimi, M. Yamamoto, A. Ozawa and S. Yagi

吉田朋子，山本宗昭，小澤晃代，加藤由真，八木伸也

T. Yoshida, Y. Nakano, M. Minoura, S. Ogawa and S. Yagi

13th European Congress on Catalysis (EUROPACAT 2017)（国際学会）

日本セラミックス協会第30回秋季シンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

人工光合成を目的とした固体光触媒研究

Preparation of thickness-controlled TiO2 photocatalysts for effective nitrogen doping to provide visible light response

窒素添加チタニア光触媒の空間分解化学状態解析

Pt L3-edge XAFS Study on Photodeposition Process of Pt Nanoparticles on TiO2 Surface

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

堺化学工業株式会社研究発表会（招待講演）

界面科学コロキウム・スマート物質材料工学セミナー（招待講演）

吉田朋子

吉田朋子

吉田朋子

T.Yoshida

ナノ構造・物性 ―ナノ機能・応用部会合同シンポジウム（招待講演）

2nd International RINS Symposium,（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

固体光触媒設計による人工光合成へのアプローチ

人工光合成固体光触媒設計のための複合分光分析

Chemical state analysis of Ag loaded photocatalysts for CO2 reduction with water

Charactarization of solid photocatalysts for artificial photosynthesis

 １．発表者名



2017年

2017年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡村賞受賞記念講演会（招待講演）

GREEN 2017 conference（招待講演）（国際学会）

第4回OCUシンポジウム物質科学フロンテイア in Tokyo（招待講演）

9th International OCARINA Symposium

T.Yoshida

吉田朋子

T. Yoshida, M. Yamamoto, A. Ozawa, Y. Kato and S. Yagi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

吉田朋子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Chemical state analysis of solid photocatalysts

金属酸化物を用いた二酸化炭素還元反応

XAFS/EELS analyses of nitrogen doped titanium oxide photocatalysts
 ２．発表標題

XANESを利用した局所構造及び電子状態解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JSPMIC2017（招待講演）（国際学会）

ナノ学会第１５回大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

栗原拓也，野田泰斗，竹腰清乃理

稲田幹

Miki Inada, Junichi Hojo

Miki Inada, Junichi Hojo

第29回Clayteamセミナー（招待講演）

JSPMIC2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

システイン保護CdSeマジックサイズクラスターの表面におけるアミノ基-カドミウム結合の固体 NMR による解明

メソ多孔質シリカ－チタニアの構造と吸着･光分解特性

Morphological control of ceria-zirconia particles with high specific surface area by microwave-emulsion method

Fabrication of spherical mesoporous silica-titania via microwave-emulsion methodFabrication of spherical mesoporous silica-
titania via microwave-emulsion method

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The International Society of Magnetic Resonance 2017 (ISMAR2017)（国際学会）

第６２回 固体ＮＭＲ・材料フォーラム

Y. Noda, K. Uchibayashi, and K. Takegoshi

栗原 拓也、野田 泰斗、竹腰 清乃理

高倉希、木村拓哉、林晃敏、辰巳砂昌弘、野田泰斗、竹腰清乃理

野田泰斗、後藤能宏、Cedric Tassel、Olivier Hernandez、Chris J. Pickard、Mark A. Green、栄部比夏里、田口昇、内本喜晴、小林洋
治、陰山洋、竹腰清乃理

第６２回 固体ＮＭＲ・材料フォーラム

第６２回 固体ＮＭＲ・材料フォーラム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

NMR

CdSeクラスターにおけるリガンド-表面結合の双極子およびJ 相互作用を用いた定量測定法

NドープLi2S-P2S5系電解質の固体NMR

高圧で安定化されたBaScO2Hペロブスカイト構造の八面体におけるH-イオンのシス・トランス配置の解析

 １．発表者名



2017年

2017年

2018年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第56回NMR討論会

第56回NMR討論会

京都大学物性科学センター第16回講演会・研究交流会

第2回固体化学フォーラム研究会

栗原 拓也，野田 泰斗，竹腰 清乃理

野田泰斗, 高倉希, 木村拓哉, 林晃敏, 辰巳砂昌弘, 竹腰清乃理

山本 隆文, 陰山 洋, Dihao Zeng, John E. McGrady, Michael A. Hayward, 川上 隆輝

 ２．発表標題

 ２．発表標題

野田泰斗，栗原拓也，竹腰清乃理、及川格，高村仁，小林玄器

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

双極子およびJ相互作用を利用した固体 NMR によるCdSeクラスターのリガンド-表面結合の定量測定法

NドープLi2S-P2S5系Li+イオン電解質の固体高分解能NMR

SrVO2Hにおける圧力誘起絶縁体-金属転移
 ２．発表標題

温度可変NMRで見るLa2-xSrxLiH1+xO3-xに おけるH-のダイナミクス

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会　第30回秋季シンポジウム

日本物理学会 2017年 秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山本隆文, Dihao Zeng, 川上隆輝, John McGrady, Michael A. Hayward, 陰山洋

村上泰斗、山本隆文、陰山洋

Takafumi Yamamoto, Nana Izumo, Hiroshi Kageyama

山本隆文, Dihao Zeng, 川上隆輝, John McGrady, Michael A. Hayward, 陰山洋

第２回固体化学フォーラム研究会

ISNT2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

SrVO2Hにおける圧力誘起絶縁体－金属転移

金属秩序NiAs型構造を持つ磁性体HfMnSb2の次元性制御

Low Temperature Synthesis of Oxynitrides by a Labile Hydride Strategy

SrVO2Hにおける圧力誘起絶縁体-金属転移

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本磁気学会　第215回研究会／第61回化合物新磁性材料専門研究会（招待講演）

The 6th Toyota RIKEN International Workshop（招待講演）（国際学会）

山本隆文

Takafumi Yamamoto, Dihao Zeng, Takateru Kawakami, John McGrady, Michael A. Hayward, Hiroshi Kageyama

山本隆文, 陰山洋

山本隆文

第11回　物性科学領域横断研究会

第一回先端固体化学・物理に関する討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

異方的な配位を持つ遷移金属化合物における圧力誘起相転移

A Pressure-Induced Insulator to Metal Transition in SrVO2H

遷移金属酸水素化物の物性：πブロッカーとして働くヒドリド

アニオン制御による固体化学

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会年会 サテライトミーティング「第4回構造科学と新物質探索研究会」（招待講演）

日本セラミックス協会　2018年年会

日本化学会　第98春季年会

第2回 量子ビーム研究インフォーマルミーティング

山本隆文, 設楽一希, 北川俊作, 桑原彰秀, 黒江雅広, 石田憲二, 越智正之, 黒木和彦, 藤井孝太郎, 八島正知, 陰山洋

山本隆文, 設楽一希, 北川俊作, 桑原彰秀, 黒江雅広, 石田憲二, 越智正之, 黒木和彦, 藤井孝太郎, 八島正知, 陰山洋

山本隆文

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本隆文

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

選択的ヒドリド導入による物性制御

バナジウム酸水素化物におけるアニオンサイト制御

量子ビームの活用: 複合アニオン化合物研究の観点から
 ２．発表標題

新規酸水素化物の合成とヒドリドが拓く物性

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nonstoichiometric Compounds Ⅵ（招待講演）（国際学会）

第29回秋季シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

倉田　真志, 稲田　幹, 榎本　尚也, 林　克郎

林　克郎

林　克郎

Katsuro Hayashi

第6回九州若手セラミックフォーラム（KYCF-6）&第６回窯業基礎九州懇話会

第1回公開シンポジウム（キックオフミｰティング）　複合アニオン化合物の創製と新機能

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

正方晶BaTiO3マイクロオーダー単結晶ロッドの水熱合成

NASICONセラミックス分離型ナトリウム-空気電池

複合アニオン化合物の解析

Chemistry of hydride ion and proton in anion-encaging crystals: Mayenite and apatite

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平成28年度九州支部秋季合同研究発表会

第6回CSJ化学フェスタ2016

内田　康博, 稲田　幹, 榎本　尚也, 林　克郎

西見　和真, 稲田　幹, 榎本　尚也, 林　克郎

林　克郎

大久保　圭祐, 稲田　幹, 長谷川　丈二, 榎本　尚也, 林　克郎

第１０回物性科学領域横断研究会（複合合同研究会）

第55回セラミックス基礎科学討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

NASICONセラミックス-固体金属Na界面の輸送特性

ナノポーラス結晶12SrO・7Al2O3エレクトライドの電子濃度の定量と熱電子放出特性

酸化物ホスト中のヒドリド（H-）イオンの化学

焼結助剤によるテープキャストNASICON膜の緻密化

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第55回セラミックス基礎科学討論会

第55回セラミックス基礎科学討論会

第55回セラミックス基礎科学討論会

41st International Conference and Expo on Advanced Ceramics and Composites（国際学会）

豊村　直人,  長谷川　丈二, 稲田　幹, 林　克郎

守谷　静香, 稲田　幹, 長谷川　丈二, 榎本　尚也, 林　克郎

K. Shima, K. Kawahara, M. Inada, N. Enomoto, K. Hatyashi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

河原　圭, 稲田　幹, 長谷川　丈二, 榎本　尚也, 林　克郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ジルコン酸ナトリウムランタンセラミックスの作製と電気的特性

ハイドロガーネット前駆体の液相合成とC12A7エレクトライドの作製

Transition metal(Cr,Mn,and Fe)doping into Ti3AlC2 to fabricate doped-Mxene
 ２．発表標題

MAX相化合物を前駆体とした硫黄/炭素複合材料の合成およびNaイオン電池における充放電挙動の評価

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 18th International Symposium on Eco-materials Processing and Design(ISEPD2017)（国際学会）

日本セラミックス協会　２０１7年年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

嶋　一成，長谷川　丈二，稲田　幹，榎本　尚也、林　克郎

H. Wang, K. Okubo, N. Enomoto, M. Inada, G. Hasegawa, K. Hayashi

Katsuro　HAYASHI

Kazunari SHIMA, Kei KAWAHARA, Kazuma NISHIMI, George HASEGAWA, Miki INADA, Katsuro HAYASHI

九州大学エネルギーウィーク2017

The 18th International Symposium on Eco-materials Processing and Design(ISEPD2017)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

金属炭化物ナノシートMXeneへの遷移金属元素ドーピング

Febrication of Na3V2(PO4)3/NASICON bilayer thin film using Na2O-Nb2O5-P2O5 glass additives for all-solid-state solidium ion
batteries

Hydride Ion Doping in Hydroxyapatite

Transition metal doping  into Ti3AlC2 to fabricate new composition transition metal carbide nanosheet with anionic
Functional groups

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第97春季年会(2017)（招待講演）

The 18th International Symposium on Eco-materials Processing and Design(ISEPD2017)（招待講演）（国際学会）

林　克郎

Tomoko Yoshida, Muneaki Yamamoto, Akiyo. Ozawa, Yuma Kato, Shinya Yagi

Tomoko Yoshida, Satoshi Niimi, Muneaki Yamamoto, Shinya Yagi

八島　正知

44th Conference on the Physics and Chemistry of Surface and Interface（国際学会）

第1回公開シンポジウム（キックオフミｰティング）　複合アニオン化合物の創製と新機能

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

酸化物中の微量の水素化物イオンの特定法

Chemical state analysis of nitrogen doped titanium dioxide

Effective Nitrogen Doping into TiO2 for Visible Light Response Photocatalysis by Ion Implantation Technique

国際活動支援について

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回公開シンポジウム（キックオフミｰティング）　複合アニオン化合物の創製と新機能

セラミックス協会秋季シンポジウム，セッション12.先進的な構造科学と分析技術

The 2016 E-MRS Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

STRUCTURE and THERMODYNAMICS of OXIDES at HIGH TEMPERATURE (STOHT2016)（招待講演）（国際学会）

八島　正知、藤井　孝太郎、丹羽　栄貴

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Masahiro Shiraiwa, Yuichi Esaki, Keisuke Hibino, Eiki Niwa

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Eiki Niwa, Masahiro Shiraiwa, Keisuke Hibino, Keita Saito

 ２．発表標題

 ２．発表標題

八島　正知、藤井　孝太郎、丹羽　栄貴

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ワークショップ X線回折でわかる結晶構造と化学結合

Ion-diffusion Visualization and New Ionic Conductor Exploration Through Nuclear- and Electron-Density Studies

Precise Structure Analysis of Oxide Materials through Neutron and Synchrotron Powder Diffractometry up to 1830 K
 ２．発表標題

複合アニオン材料の構造解析と構造物性 -無機材料の結晶 構造解析と新物質探索-

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

「新学術領域研究」複合アニオン化合物の創製と新機能　第1回領域内会議

「新学術領域研究」複合アニオン化合物の創製と新機能　第1回領域内会議

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日比野圭佑，藤井孝太郎，丹羽栄貴，八島正知

八島　正知、藤井　孝太郎、丹羽　栄貴

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Masahiro Shiraiwa, Keisuke Hibino, Eiki Niwa

八島正知，藤井孝太郎，日比野圭佑，丹羽栄貴

平成28年度　第2回班間/班内連携強化会議

14th International Conference of the Asian Crystallographic Association(AsCA 2016)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

新規金属酸窒化物BaTaO2N-SrWO2Nの光触媒活性

複合アニオン化合物の構造解析と構造物性

Structure, diffusion path and design of novel oxide-ion conductors

複合アニオン化合物の構造解析と構造物性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

「新学術領域研究」複合アニオン化合物の創製と新機能　第1回領域内会議

「新学術領域研究」複合アニオン化合物の創製と新機能　第1回領域内会議

海野　航, 藤井　孝太郎, 丹羽　栄貴, 山本　直紀, 三宮　工, 八島　正知

中村　圭吾，藤井　孝太郎，丹羽　栄貴，八島　正知

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Masahiro Shiraiwa, Keisuke Hibino, Eiki Niwa

八島　正知、藤本 絢香、白岩 大裕、藤井　孝太郎、丹羽　栄貴

3rd International Conference on Molecular & Functional  Catalysis (ICMFC3)（招待講演）（国際学会）

セラミックス協会2017年年会サテライトプログラム「新構造型機能性無機材料の探索：-現状と展望-

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ca2R3Ta3O14(R = Y, Ho, Dy)の電気的特性および結晶構造

新型酸化物イオン伝導体BaZnHo2O5の発見

PRECISE STRUCTURE ANYLYSIS OF INORGANIC CATALYSTS, PHOTOCATALYSTS AND OXIDE-ION CONDUCTORS

新型酸化物イオン伝導体の探索

 １．発表者名
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2017年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

BIT's 5th Annual Congress of AnalytiX 2017（国際学会）

平成28年度　第3回班間/班内連携強化会議

第55回NMR討論会

第55回NMR討論会

八島　正知、藤井　孝太郎、丹羽　栄貴

野田　泰斗，内林　渓，宮崎　怜雄奈，栗原　大，日原　岳彦，竹腰　清乃理

内林　渓，野田　泰斗，竹腰　清乃理

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Masatomo Yashima, Kotaro Fujii, Eiki Niwa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

複合アニオン化合物とイオン伝導体の構造科学

固体NMRによるNaI-LiBH4固溶体のLiイオン伝導機構の解明

大気非曝露型MASプローブの開発
 ２．発表標題

Crystal structure, Ion-diffusion Path and Chemical Bonding of Ceramic  Materials by Neutron and Synchrotron X-ray Powder
Diffractometry

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会 第29回秋季シンポジウム

Workshop on solid-state chemistry for oxide and mixed-anion systems（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takafumi Yamamoto, Michael A. Hayward, Hiroshi Kageyama

野田　泰斗，内林　渓，宮崎　怜雄奈，栗原　大，日原　岳彦，竹腰　清乃理

野田　泰斗，内林　渓，宮崎　怜雄奈，栗原　大，日原　岳彦，竹腰　清乃理

山本　隆文, 川上　隆輝, Michael A. Hayward, 岡田　卓, 亀卦川　卓美, 陰山　洋

第42回固体イオニクス討論会

第10回物性科学領域横断研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

High compressibility of hydride ion in Oxyhydrides

固体NMRによるNaI-LiBH4固溶体におけるLiイオン伝導機構の解析

LiBH4複合化NaIのLiイオン伝導機構の固体高分解能NMR

酸水素化物におけるヒドリドの高圧縮挙動

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回 物性科学領域横断研究会（招待講演）

The 18th International Symposium on Eco-materials Processing and Design(ISEPD2017)（国際学会）

山本　隆文, 川上　隆輝, Michael A. Hayward, John E. McGrady, 陰山　洋

Takafumi Yamamoto, Zhi Li, Takateru Kawakami, Takeshi Yajima, Takami Tohyama, Hiroshi Kageyama

山本 隆文, Michael A. Hayward, 陰山 洋

山本 隆文, 陰山 洋, 川上 隆輝, Michael A. Hayward, 岡田 卓, 亀卦川 卓美

日本化学会　第97春季年会

日本セラミックス協会 第29回秋季シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

複合アニオン化合物におけるヒドリド（H-）イオンの高圧特性

Collapse transition in early transition metal pnictide (20 min)

複合アニオン化合物におけるヒドリドイオンの高圧特性

酸水素化物におけるヒドリドの高圧縮挙動

 １．発表者名



2016年

2017年

2016年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Nonstoichiometric Compounds Ⅵ（招待講演）（国際学会）

共用・計測　合同シンポジウム2017

第30回日本吸着学会研究発表会

ICACC2017（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山下　俊介, 越谷　翔悟, 石塚　和夫, 木本　浩司

稲田幹、岡崎亮太、榎本尚也、林克郎

Miki INADA, Katsuro HAYASHI, Junichi HOJO

Akihide Kuwabara

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

STEM-ADF像の定量計測による遷移金属カルコゲナイドの構造解析

水熱炭化カーボンスフィアの アルカリ賦活による細孔構造変化と キャパシタ特性

Quantitative evaluation of adsorption-photodecomposition property on mesoporous silica-titania

First Principles Calculations of Defect Clustering in Acceptor-Doped BaZrO3

 １．発表者名

 ２．発表標題
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テクノプラザ（工業製品技術協会）

化学同人

シーエムシー出版

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

八島正知

八島正知

八島正知
 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 ３．書名

セラミックデータブック2018/19【工業と製品：Vol.46,No.100】

基礎化学　無機化学 第2版

熱膨張制御材料の開発と応用

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名

The 18th International Symposium on Eco-materials Processing and Design(ISEPD2017)（招待講演）（国際学会）
 ３．学会等名

Miki Inada, Katsuro Hayashi, Junichi Hojo
 １．発表者名

 ４．発表年

Fabrication strategy for mesoporous silica titania photocatalyst with high adsorbability
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 産業財産権の種類、番号

丸善出版
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312-318
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 ２．出版社

シーエムシー出版

日本XAFS研究会

技術情報協会

陰山 洋, 荻野 拓, 長谷川 哲也 編著、分担執筆: 林 克郎, 八島 正知, 木本 浩司, 桑原 彰秀, 山本 隆
文, 設楽 一希、前園 涼、他

 ２．出版社
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 ４．発行年

山本宗昭, 吉田朋子

吉田朋子

林　克郎

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

全固体電池のイオン伝導性向上技術と材料、製造プロセスの開発 「ナトリウムイオン伝導体β"-アルミナ
およびNASICONの緻密化」

複合アニオン化合物の科学

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

機能材料, 第37巻, 第4号

XAFSの基礎と応用
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会
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第6回豊田理研国際ワークショップ

2nd Solid-state Chemistry & Ionics workshop
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2019年～2019年
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 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

 国際研究集会

The 13th Pacific Rim Conference of Ceramic Societies, Session 19
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5th Solid-state Chemistry & Ionics (SCI) workshop

Workshop on Advanced Materials and Principles to Develop Viable Thermoelectrics
and Effective Thermal Managemen
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研
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者

末松　昂一
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